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神小だより 第１３号
令和６年３月５日

３月に入り寒い日があると言っても、やはり一月前の肌を刺すような寒さの日は少なくなってきた

印象です。半袖で走り回る児童の姿が見られる日も多くなってきました。校長室の前で長なわ跳びを

楽しむ児童の声が毎日響いています。

卒業証書授与式まで約２週間、優しかった６年生と一緒に遊んだり勉強したりする時間もどんどん

少なくなっていきます。３月１日から卒業式の練習も始まりました。今日の朝会で「卒業式の練習っ

てなぜするの？」と在校生に問いかけてみました。すると「お世話になった６年生が気持ちよく卒業

することができるため」「優しかった６年生に感謝の気持ちを伝えるため」「いい思い出を作っても

らうため」などの意見が返ってきて、その考えの深さに感心させられました。「では、６年生はなぜ

練習するの？」と問いかけると、６年生からは「これまで育ててくれたお家の人に感謝するため」「在

校生やお家の人に立派な姿を見せるため」「気持ちよく卒業していくため」という意見を聞かせてく

れました。

私からは、「人生の中には節目節目で周りの人から『おめでとう』と言ってもらえる日があります。

その日は、あなたたちからお家の人に『ありがとう』と言う日でもあります。」という話をしました。

卒業式という行事を通じて、①学校生活に有意義な変化や折り目をつける。②厳粛で清新な気分を

味わう。③新しい生活の展開への動機付けができる。こんな目的が達成できたらなと考えています。

２月２２日(木)２・３時間目に、６年生を送る

会を実施しました。全員が体育館に集合し、５年

生の企画・運営で○×クイズやゲームを楽しみま

した。○×クイズでは６年生の誕生日や好きな食

べ物などが出題され大いに盛り上がりました。６

年生が退場するときには、在校生全員が花道を作

り拍手で送りました。低学年児童の中には、涙を

流す子もいるなど感動の会になりました。５年生

にとっても、運営の楽しさを知るいい機会になり

ました。

２月９日（金）、来年度入学予定児童の体験入学がありまし

た。１年生が教室で来校した方々を温かくお迎えし、心を込め

てつくったプレゼントを渡しました。その後、学校生活の様子

や気をつけることを新入学児童に優しく教えてあげていました。

体育館でゲームをしたり、教室でおはじきを使ったゲームをし

たりするなど楽しい時間を過ごしました。

１年生もお兄さん、お姉さんらしく堂々と司会を務めたり、

発表したりしていました。とても成長した姿に感動しました。
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２月２６日（月）の業間に、６年生が先生方に感謝

を込めて、家庭科室でパーティーを開いてくれました。

心を込めて作ってくれたロールパンサンドをごちそ

うになりました。

ロールパンサンドには、先生方一人一人へのメッセ

ージが添えられており、短い時間でしたが心温まる時

間を過ごすことができました。

６年生は、各学年の児童とも交流の時間を持つ計画

も順次進めています。いよいよ卒業間近だなあと感じ

る日々です。

２月２７日（火）の午後、今年も「おとなカタログ」

を実施しました。様々な職種で活躍されている方をお

招きし、仕事に対する思いや仕事を通じて得られる喜

びについて語っていただいています。

今年度は３名の講師をお招きし、お話を聞いたり、

その方々の仕事に関する体験活動をさせていただいた

りしました。

「自分の好きなことを仕事にできている幸せ」と「そ

の仕事を通じて周りの人の笑顔を見られる幸せ」の両

方が体験できているというお話に共感しました。

まさに「夢」と「志」が実現している人生なんだなと感心しました。


